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	第６回　六級海技士（航海）第一種養成施設　募集要項
	一般財団法人尾道海技学院 尾道海技大学校 徳島阿南校 開講
	－航海士・船長への道―
	航海士や船長となるために、社会人をはじめ高等学校卒業した方や同等の能力を有する１８歳以上を対象にしたコースです。
	授業は座学と社船実習（民間の商船）を効果的に組み合わせ、海運業界が求める専門技術や即戦力化に対応した「民間完結型の六級海技士（航海）養成制度」を導入して行います。
	本科を修了すれば、本科と海技免許講習の修了証明書が交付され、認定申請をすると「甲板部航海当直部員」資格が取得できます。
	その後 本科を卒業し6ヶ月の乗船勤務（有給休暇は除く）を経て、身体検査基準に合格することで六級海技士免状（航海）が取得できます。
	１．募集課程・定員
	２．履修期間：令和９年１月２７日～令和９年６月２６日（予定）
	座学は、徳島県阿南市（阿南市商工業振興センター）で実施する。
	（必須の海技免許講習は広島県尾道市（一財）尾道海技学院で行う）
	乗船実習の２ヶ月は実習船として認められた船舶で、指導員として認められた航海士・船長の指導のもと実施する。
	３．入学資格
	受講開始日までに１８歳に達し、入学試験に合格した者
	４．特典
	・本科を修了後、甲板部航海当直部員の認定を受けることができる。
	・卒業後、6ヶ月の乗船勤務履歴（有給休暇は除く）で六級海技士（航海）の受験資格が得られ、筆記試験免除で身体検査のみ受験し、合格すれば六級海技士（航海）免状が取得できる。
	・船員の「公共職業訓練等」の制度が利用できる。離職後雇用保険受給資格のある者は、公共職業訓練等の指示を受けることによって、受講中に失業保険や技能手当等の受給が可能。
	・教育訓練給付制度（厚生労働省）指定講座（受講の為に支払った訓練経費の給付）
	※詳細は最寄りのハローワークにご相談ください。
	・（公財）海技教育財団による「奨学金制度」が利用できる。
	・五級海技士（航海）の筆記試験が受験できる（選択）。
	船員として就職・乗船
	（19単位：680時間）
	六級海技士
	資格取得
	乗船実習
	座　学
	乗船履歴取得後、
	国家試験（身体検査のみ）受験
	養成施設修了証明書
	海技免許講習修了証明書
	認定申請：甲板部航海当直部員資格
	修了
	社船による
	乗船履歴6ヶ月
	（有給休暇は除く）
	就　職　活　動
	５．出願手続き（①と②は、ホームページよりダウンロード可）
	（１）出願書類
	①入学願書　　所定の願書を使用すること。
	②健康診断書　所定の診断書を使用し、医師の診断を受けること。
	③写真5枚　　3㎝ × 2.4 ㎝ （最近3ヶ月以内に撮影・上半身脱帽正面）
	※いずれも裏面に氏名・生年月日を記入し、１枚は入学願書に貼り付ける。
	④卒業証明書または成績証明書（卒業証書のコピー可）
	（２）入学選考料：20,000円
	振込先：三井住友銀行 尾道支店
	普通口座 355326
	（名義）一般財団法人尾道海技学院  公益事業部
	（３）出願方法
	上記の出願書類を入学願書在中封筒に入れて、出願期間内に送る。
	入学選考料振込の控え（コピー）も同封のこと。
	出願期間　令和８年１０月１３日～１２月２日（必着）
	出願先　〒722-0025　広島県尾道市栗原東二丁目１８－４３
	一般財団法人　尾道海技学院　尾道海技大学校
	（４）出願上の注意
	①入学願書は、本人自筆により楷書ではっきり記入のこと。
	②提出書類は、黒のボールペンまたは黒のペンを使用のこと。
	③一度受理した出願書類及び選考料は理由の如何を問わず返還しない。
	④最少催行人数に達しない場合は、開講しない。
	６．入学試験
	①入学試験日  令和８年１２月１１日（金）１０時
	②試験内容　　10時より筆記（小論文含む）試験に引き続き面接試験
	③試験会場　　徳島県阿南市富岡町今福寺３４－３
	阿南市商工業振興センター
	※都合により別会場になる場合があります。
	７．合格発表・入学手続き
	①合格発表　 入学試験の３日後（土日除く）、郵送する。
	②手続き　　 合格者に別途 案内する。
	８．入学式
	令和９年１月２７日（水）１０時より
	９．学費等：５９６，１５０円（税込）
	《内訳》　授業料　　　　　３４８，０００円
	実習・資格費　　１７６，８８０円
	教本・教材費　　   ４０，８７０円
	保険料付保費　　    ３０，４００円
	（注）別途費用
	①受講中の滞在費
	②乗船実習のための移動費
	③乗船実習中の食糧金　５０，０００円／月
	④乗船実習費 　６０，０００円／月（一定の条件が満たされない場合）
	⑤五級海技士（航海）受験料　　約１０，０００円（選択）
	１０．奨学金制度
	公益財団法人海技教育財団による「奨学金制度」が利用できます。
	本制度は、日本内航海運組合総連合会の支援により運営されています。
	奨学金貸与額（いずれかを選択）120万・100 万・75 万・50 万・25 万
	お問合せ先⇒（一社）海洋共育センター
	TEL：0848-38-1170     メールhonbu@kaiyokyoiku.jp
	１１．募集に関するお問い合わせ
	一般財団法人 尾道海技学院　徳島阿南校 事務局
	〶774-0005　徳島県阿南市向原町下ノ浜１－７ 電話　０８８４－２４－８６４３
	メールkaigigakuin.ananbunkou@gmail.com
	１２．入学願書出願先
	一般財団法人 尾道海技学院　尾道海技大学校
	〶722-0025　広島県尾道市栗原東二丁目１８－４３ 電話　０８４８－３７－８１１１

